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大
正
期
に
お
け
る
森
林
美
学

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

田
村
剛
・
上
原
敬
二
の
主
張
を
中
心
に
た
ど
っ
て 

―

髙
梨 
武
彦

は
じ
め
に

　
森
林
美
学
を
わ
が
国
で
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
の
本
多
静
六

の
「
道
路
と
並
木
」
の
な
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（1）
。
そ
れ
か
ら
の
本
多
は
一
九
一
三
（
大
正

２
）年
に
か
け
て
森
林
美
学
に
関
す
る
論
説
を
集
中
し
て
発
表
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
（2）
〜
（6）
。
大

正
期
と
な
り
、
森
林
美
学
研
究
は
東
京
帝
国
大
学
の
本
多
の
も
と
で
学
ぶ
田
村
剛
と
上
原
敬

二
ら
に
引
き
継
が
れ
、
そ
し
て
北
海
道
帝
国
大
学
に
お
い
て
は
新
島
善
直
と
そ
の
も
と
で
学

ぶ
村
山
醸
造
・
今
田
敬
一
ら
に
よ
っ
て
森
林
美
学
研
究
は
行
わ
れ
た
。
論
者
は
、
こ
の
明
治

期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
森
林
美
学
研
究
の
始
動
に
つ
い
て
本
多
静
六
の
主
張
を
中
心
に

考
察
し
、
明
治
期
の
森
林
美
学
研
究
は
そ
の
啓
蒙
期
で
あ
る
と
発
表
し
た
（７）
。
大
正
期
に
入

り
、森
林
美
学
の
理
論
は
か
れ
ら
に
よ
っ
て
深
化
さ
れ
さ
ら
に
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
（
森
林

風
致
施
業
）
で
あ
る
技
術
論
へ
と
展
開
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
論
説
・
論
文
が
多
数
発
表
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
森
林
美
学
研
究
の
基
本
的
考
え
方
を
も
と
と
し
て
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の

設
定
を
求
め
る
た
め
の
発
表
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
正
期
の
森
林
美
学
研

究
は
発
展
期
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
大
正
期
と
な
っ
て
本
多
の
森
林
美
学
研
究
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
田
村
剛
と
上

原
敬
二
の
主
張
を
中
心
に
分
析
・
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
森
林
美
学
研
究
者
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
発
表
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
論
説
・
論
文
を
発
表
し
、
議
論
を
展
開
・
深
化
さ
せ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
時
系
列
に
田
村
と
上
原
の
森
林
美
学
に
関
す
る
論
説
・
論
文
を
た
ど
り

考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
．
森
林
美
学
の
定
義
、
そ
し
て
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
で
あ
る
技
術
論
へ
の
展
開

　
大
正
期
と
な
り
、
最
初
に
森
林
美
学
に
関
す
る
発
表
を
し
た
の
は
田
村
剛
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
田
村
（
一
八
九
〇 - 

一
九
七
九
年
）
に
つ
い
て
少
し
触
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
農
科
大

学
に
学
び
、
本
多
静
六
の
勧
め
で
卒
業
翌
年
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま

で
明
治
神
宮
の
造
営
に
上
原
敬
二
、
本
郷
高
徳
と
と
も
に
携
わ
っ
た
。
一
九
一
九
年
東
京
帝

国
大
学
講
師
と
な
り
、
一
九
二
〇
年
「
日
本
庭
園
の
発
展
に
就
い
て
」
で
林
学
博
士
を
取
得
、

同
年
林
学
科
に
造
園
学
研
究
室
を
誕
生
さ
せ
指
導
に
あ
た
っ
た
。
田
村
は
学
術
面
か
ら
国
立

公
園
に
関
す
る
研
究
を
行
い
つ
つ
、行
政
面
か
ら
国
立
公
園
の
指
定
を
果
た
し
、わ
が
国
に
お

け
る
国
立
公
園
の
礎
を
築
き
、「
国
立
公
園
の
父
」
と
称
さ
れ
て
い
る
（8）
〜
（10）
。
森
林
美
学
関
連

の
書
籍
と
し
て
、
一
九
一
八
年
に
自
然
公
園
に
つ
い
て
記
し
た
『
造
園
概
論
』（11）
、
一
九
二
九

（
昭
和
四
）
年
に
風
景
計
画
・
森
林
風
致
施
業
・
森
林
公
園
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
実
践
書
と
し

て
の
『
森
林
風
景
計
画
』（12）
が
あ
り
、
多
く
の
林
学
・
造
園
に
関
す
る
業
績
を
残
し
た
。

　
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
年
五
月
、
田
村
は
論
説
「
林
業
藝
術
論
」
を
発
表
す
る
。
そ
の
な

か
で
、「
今
日
の
林
業
に
大
い
に
美
的
方
面
を
活
躍
さ
せ
た
い
、
風
致
的
取
扱
を
も
承
認
さ
せ

た
い
、（
中
略
）
林
業
藝
術
の
観
念
を
持
っ
て
林
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
時
代
の
要
求
に
応
じ

た
林
業
で
あ
り
、
特
に
日
本
化
さ
れ
た
林
業
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
。」（13）
と

発
表
し
た
。
こ
の
主
張
に
対
し
、
片
山
隆
三
か
ら
「
林
業
藝
術
論
を
駁
す
」
と
題
し
た
論
説

で
、「
僅
か
百
萬
の
軍
を
動
か
す
に
足
る
運
送
機
関
も
整
は
な
い
中
か
ら
個
人
の
快
苦
を
基
準

と
し
た
林
業
取
扱
も
あ
ま
り
に
社
会
性
を
没
却
し
た
エ
ゴ
イ
ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
、第

一
次
世
界
大
戦
中
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
論
調
の
批
判
を
受
け
て
い
る
（14）
。
こ
れ
に
田
村

は
、「
林
業
の
目
的
を
達
す
る
傍
、
美
の
目
的
を
も
達
す
る
様
に
工
夫
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
決
し
て
行
は
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。」（15）
、
と
森
林
施
業
の
経
済
目
的
に
背

か
な
い
範
囲
で
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
（
森
林
風
致
施
業
）
は
行
な
え
る
と
端
的
に
表
明
し
答
え

た
。
片
山
は
つ
づ
け
て
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
三
月
に
「
再
び
林
業
藝
術
論
を
駁
す
」
を
発

表
し
て
い
る
が
（16）
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
二
人
の
論
争
に
見
る
べ
き

進
展
は
み
ら
れ
な
い
。

　
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
田
村
は
「
金
剛
山
と
其
風
景
開
発
策
」
を
発
表
す
る
。
朝
鮮
半

島
の
金
剛
山
の
風
景
的
価
値
を
記
述
し
、
そ
の
利
用
の
た
め
の
今
で
い
う
観
光
計
画
を
提
案

し
て
い
る
。
当
時
わ
が
国
は
朝
鮮
に
総
督
府
を
置
い
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
帝
国
大
学
の
卒

業
生
も
赴
任
し
て
い
た
。
こ
こ
で
田
村
は
、
風
景
美
の
分
類
を
試
み
、
自
然
美
（
天
象
美
・
気
象

美
・
地
象
美
）、
人
工
美
、
歴
史
美
と
伝
説
美
の
３
分
類
を
挙
げ
、
風
景
を
論
じ
る
場
合
こ
の
３

分
類
か
ら
分
析
し
て
ゆ
く
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

世
界
の
造
園
界
の
大
勢
は
都
市
の
小
庭
園
か
ら
、
市
外
公
園
全
盛
時
代
に
入
り
、
輓
近

更
に
一
転
し
て
森
林
公
園
時
代
に
入
っ
て
来
た
。
そ
し
て
大
き
く
言
へ
ば
、
国
土
全
体
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て
い
る
。
発
表
し
た
論
文
・
著
書
は
ぼ
う
大
で
、
森
林
美
学
関
連
で
は
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）

年
『
日
本
風
景
美
論
』（20）
、
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
『
日
本
森
林
の
性
格
と
資
源
』（21）
、
戦
後

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
『
造
園
大
系
第
７
巻
　
風
景
・
森
林
』（22）
を
上
原
８
５
歳
に
し
て
刊

行
し
て
い
る
。
上
原
は
長
い
研
究
生
活
に
あ
っ
て
継
続
し
て
森
林
美
学
に
関
心
を
よ
せ
た
一

人
で
あ
っ
た
（23）
・
（24）
。

　
上
原
の
最
初
の
発
表
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
論
説
「
森
林
美
学
と
造
園
術
」
と
見

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
の
森
林
美
に
関
す
る
論
考
を
紹
介
し
つ
つ
森
林
美
学
の

定
義
を
し
、「
森
林
美
学
と
は
森
林
本
来
の
目
的
を
失
は
ず
し
て
如
何
に
之
れ
を
取
扱
へ
ば
最

も
其
美
を
発
揮
し
得
る
か
と
言
ふ
こ
と
の
理
論
並
び
に
技
術
に
亘
っ
て
研
究
す
る
林
学
の
一

分
科
な
り
、（
中
略
）、
一
般
の
経
済
林
に
此
の
原
則
と
技
術
と
を
応
用
し
て
森
林
特
有
の
美
を

発
揮
せ
し
む
る
こ
と
が
蓋
し
最
も
本
来
の
目
的
に
協
ふ
も
の
と
云
ふ
。」（25）
と
述
べ
、
森
林
美

学
研
究
に
か
け
る
意
気
込
み
を
示
し
た
。
ま
た
同
論
説
で
、
森
林
美
学
は
林
学
に
属
す
る
が

造
園
学
の
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
分
野
と
位
置
づ
け
、
田
村
の
森
林
の
美
的
特
質
に
留
意

す
る
と
の
点
を
評
価
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
上
原
は
同
年
二
月
、
田
村
の
「
林
業
藝
術
論
」（26）
に
対
す
る
「
林
業
非
藝
術
論
」

を
発
表
し
、「「
林
業
は
藝
術
に
非
ず
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
、
林
業
は
ど
こ
ま
で
も
生
産

的
の
経
済
事
業
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
、（
中
略
）
田
村
君
の
今
後
林
業
の
向
ふ
べ
き
方
針
に

つ
き
説
か
れ
た
論
説
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
否
む
し
ろ
取
っ
て
以
て
賛
成
す
る

処
少
な
く
な
い
。」（27）
と
発
表
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
上
原
は
田
村
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は

な
く
田
村
の
主
張
を
補
完
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
は
林
業
の
実
行

に
お
い
て
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
同
時
期
、
森
林
美
学
に
影
響
を
受
け
た
人
物
に
本
郷
高
徳
が
い
る
。
本
郷
は
東
京
帝
国
大

学
に
学
び
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
本
多
静
六
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。
大
学
卒
業
後
、
本
多
の

勧
め
で
明
治
神
宮
の
森
の
造
成
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
た
だ
本
郷
は
、
田
村
や
上
原
の
よ
う
に

森
林
美
学
に
関
す
る
論
説
・
論
文
な
ど
の
著
作
を
多
く
発
表
し
て
は
お
ら
ず
、
明
治
神
宮
の

森
の
計
画
書
を
ま
と
め
示
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
在
野
に
あ
り
、
森
林
美
学

の
実
践
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（28）
。
本
郷
の
明
治
神
宮
の
森
造
成
の
考
え
は
そ
の
後
の
神
宮

の
森
の
管
理
の
基
本
的
指
針
と
な
り
、
現
代
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
（29）
。
本
郷
の
論
述
と
し
て

は
一
九
二
〇
年
の
庭
園
協
会
編
『
明
治
神
宮
』
の
一
篇
「
内
苑
に
於
け
る
林
苑
の
設
計
」（30）
や
、

を
公
園
化
し
て
、
四
時
国
民
を
楽
し
ま
せ
、
尚
進
ん
で
来
客
を
も
誘
致
し
て
、
そ
の
自

由
な
享
楽
を
与
へ
、
一
方
国
土
の
収
利
を
計
る
と
い
ふ
進
歩
し
た
造
園
時
代
に
入
っ
て

居
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
我
が
日
本
に
も
富
士
や
男
体
山
を
国
立
公
園
の
中
心
に
と
り

込
む
日
の
来
る
事
は
今
か
ら
予
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
（17）
。

　
こ
こ
で
は
風
景
論
を
展
開
し
つ
つ
、
風
景
利
用
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
世
界
の
趨
勢
を

示
し
、
わ
が
国
で
の
国
立
公
園
の
設
定
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
後
の
田
村

の
行
動
の
方
向
性
を
示
し
た
論
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
づ
い
て
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
、
田
村
は
「
風
景
美
と
造
園
美
と
人
工
林
の
美
」
を
発

表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
森
林
美
学
の
役
割
を
述
べ
、

風
景
美
の
一
種
た
る
経
済
林
又
は
人
工
林
の
美
、
即
ち
森
林
美
学
の
最
も
主
な
る
対
象

と
す
る
所
の
も
の
に
就
い
て
一
言
し
て
置
か
う
。（
中
略
）
近
年
人
工
林
が
多
く
な
っ
て

来
て
人
工
林
が
風
景
の
一
要
素
と
し
て
重
大
な
関
係
を
有
ら
始
め
た
（
中
略
）
人
工
林
に

対
し
て
観
照
し
う
る
様
に
修
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
欠
陥
を
補
ひ
、
又
そ
の

欠
点
を
助
長
す
る
こ
と
、
尚
ほ
出
来
る
だ
け
観
照
し
易
い
様
に
準
備
す
る
こ
と
、
そ
れ

等
が
人
工
林
を
美
化
す
る
手
段
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
仕
事
を
人
工
林
の
標
榜
す
る
技
術

上
又
経
済
上
の
問
題
と
全
然
一
致
さ
せ
る
の
が
、
森
林
美
学
の
理
想
で
あ
っ
て
、
実
際

上
そ
の
間
に
当
然
起
こ
る
撞
着
葛
藤
を
、
甘
く
調
和
す
る
の
が
、
森
林
美
学
の
活
問
題

で
あ
ろ
う
と
思
ふ
（18）
。

　
森
林
美
学
の
主
対
象
の
一
つ
は
風
景
要
素
と
し
て
拡
大
し
つ
つ
あ
る
人
工
林
で
あ
る
こ
と
、

人
工
林
の
風
景
美
と
し
て
の
欠
点
を
抽
出
し
改
善
し
て
観
照
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
役
目
は
森

林
美
学
の
任
務
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
技
術
上
・
経
済
上
で
問
題
な
く
実
行
す
る
こ
と
に
森
林

美
学
の
理
想
が
あ
り
活
路
が
あ
る
と
述
べ
、
後
に
刊
行
す
る
『
森
林
風
景
計
画
』（19）
に
つ
な
が

る
内
容
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

　
田
村
に
つ
づ
い
た
森
林
美
学
研
究
者
は
や
は
り
本
多
静
六
の
弟
子
の
一
人
の
上
原
敬
二
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
、
上
原
（
一
八
八
九 - 

一
九
八
一
年
）
に
つ
い
て
少
し
触
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
農
科
大

学
に
学
び
卒
業
後
、
師
本
多
静
六
の
指
示
に
従
い
明
治
神
宮
の
森
の
造
営
に
田
村
・
本
郷
高

徳
と
と
も
に
参
画
し
、
そ
の
後
、「
神
社
林
の
研
究
」
で
林
学
博
士
を
取
得
、
そ
し
て
東
京
高

等
造
園
学
校
を
設
立
し
後
の
東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
の
基
盤
を
創
り
、
広
範
な
造
園
分
野

の
研
究
そ
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
日
本
造
園
学
会
に
は
上
原
敬
二
賞
が
設
け
ら
れ
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項
で
、
美
し
き
樹
形
と
美
し
き
林
形
に
つ
い
て
。
②
ザ
ー
リ
ッ
シ
の
ポ
ス
テ
ル
間
伐
を
紹
介

し
な
が
ら
、
間
伐
に
よ
っ
て
生
じ
る
空
地
に
は
地
被
の
保
存
と
下
木
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ

る
美
の
発
揮
に
つ
い
て
。
③
其
森
林
の
環
境
、
林
外
の
風
景
等
に
対
す
る
目
的
に
つ
い
て
で

は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

間
伐
に
よ
っ
て
森
林
が
疎
開
し
て
来
る
と
此
れ
を
透
し
て
林
外
の
景
が
見
え
の
此
の
森

林
内
を
逍
遥
す
る
人
に
と
り
又
此
の
森
林
を
中
に
挿
ん
で
見
る
人
に
と
り
何
れ
も
幹
越

し
に
景
を
見
る
こ
と
は
一
層
の
雅
致
あ
る
も
の
で
其
間
伐
の
程
度
に
疎
密
の
変
化
を
与

へ
れ
ば
此
の
景
が
一
層
引
き
立
つ
の
で
あ
る
其
方
法
は
造
園
な
り
又
森
林
美
学
の
本
来

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
（35）
。

　
こ
こ
に
至
り
、
よ
う
や
く
風
致
間
伐
と
い
う
技
術
論
が
上
原
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
こ
と

に
ま
ず
注
目
で
き
る
。
た
だ
し
、
間
伐
木
の
選
定
な
ど
詳
細
ま
で
に
は
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、

間
伐
に
よ
る
風
景
の
改
善
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。と
は
い
え
、本
多
が
一
九
〇
八

年
に
「
森
林
美
学
」（36）
を
紹
介
し
て
か
ら
１
２
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
〇
年
、
さ
ら
に
留
意
し
て
お
き
た
い
発
表
と
し
て
、
上
村
勝
爾
の
「
ギ
ル
ピ
ン
を

紹
介
す
」
と
題
す
る
論
説
が
あ
る
。
上
村
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
森
林
美
学
を
研
究
し
た
先

駆
者
の
ひ
と
り
ギ
ル
ピ
ン
が
一
七
九
一
年
に
刊
行
し
た
『
森
林
風
景
論
』
の
内
容
が
本
格
的

に
わ
が
国
で
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
執
筆
の
動
機
を
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
な

一
文
を
記
し
て
い
る
。

森
林
美
を
論
ず
る
の
声
は
近
来
益
々
高
ま
り
て
森
林
美
学
な
る
名
称
も
今
は
普
通
語
と

し
し
奇
怪
視
せ
ら
れ
ざ
る
に
至
れ
る
は
吾
ひ
と
森
林
に
関
係
あ
る
も
の
の
同
慶
に
堪
え

ざ
る
所
な
り
（37）
。

　
こ
れ
に
見
る
よ
う
に
、
森
林
美
学
は
林
学
の
な
か
で
当
初
異
端
視
さ
れ
て
い
た
も
の
が
や

っ
と
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
よ
う
や
く
に
し
て
そ
の
論
考
を
発
表
で
き
る
時
機
に
至
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
上
村
は
そ
の
後
も
ギ
ル
ピ
ン
に
関
す
る
論
説
３
篇
を
発
表
し

て
い
る
（38）
〜
（40）
。

　
一
九
一
三
年
以
来
森
林
美
学
関
連
の
発
表
を
控
え
、
田
村
ら
に
森
林
美
学
研
究
を
託
し
た

か
の
本
多
が
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
「
風
景
の
利
用
と
天
然
記
念
物
に
対
す
る
予
の
根

本
的
主
張
」
と
題
し
た
論
説
を
発
表
す
る
。
内
容
は
、
水
力
発
電
開
発
や
観
光
開
発
が
徐
々

に
進
行
し
風
景
美
を
損
な
う
場
合
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
、
そ
れ
ら
開
発
の
必

一
九
三
五
年
二
月
「
造
園
学
に
志
せ
し
頃
」（31）
な
ど
が
あ
る
。

　
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
六
月
、
上
原
は
「
風
景
の
形
式
と
精
神
」
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ラ
ン
ク
・
エ
ー
・
ウ
ォ
ー
氏
の
『
風
景
的
造
園
に
於
け
る
自
然
風
様
式
』

の
一
節
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
、
風
景
の
精
神
に
与
え
る
影
響
な
ど
一
種
の
風
景
観

に
つ
い
て
の
紹
介
や
、
一
八
七
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
を
最
初
の
国
立
公

園
と
し
て
設
定
し
た
背
景
、
そ
の
雄
大
な
自
然
景
観
の
人
々
の
精
神
に
与
え
る
高
揚
感
な
ど

に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
（32）
。

　
一
九
一
九
年
七
月
、田
村
は
「
森
林
公
園
」
と
題
し
て
発
表
す
る
。
都
市
に
生
活
す
る
市
民

が
休
養
す
る
場
と
し
て
郊
外
に
大
規
模
な
自
然
風
の
公
園
を
設
置
す
る
必
要
性
を
訴
え
、
こ

れ
ら
を
市
外
公
園
・
森
林
公
園
・
天
然
公
園
な
ど
と
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

森
林
に
就
て
は
そ
の
林
相
を
変
化
せ
し
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
て
、
単
純
林
、
混
交

林
、
二
段
林
、
三
段
林
等
種
々
に
変
化
を
求
む
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
森
林
の
美
観
に

就
て
は
、
い
つ
で
も
外
よ
り
の
美
観
、
内
で
の
美
観
内
よ
り
の
美
観
に
着
目
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
（33）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
（
森
林
風
致
施
業
）
に
関
す
る
基
本
的
要
件
と
な
る
林

相
の
変
化
や
視
点
場
の
重
要
性
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
、

田
村
は
技
術
論
的
な
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
つ
づ
け
て
、
同
年
八
月
に
「
森
林

公
園
（
承
前
）」
を
発
表
し
、
欧
州
大
陸
お
よ
び
米
国
に
お
け
る
天
然
公
園
・
森
林
公
園
の
紹

介
を
記
し
、
わ
が
国
で
そ
の
必
要
性
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
（34）
。

　
一
方
の
上
原
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
「
造
園
間
伐
法
」
を
発
表
し
、
普
通
林
業
に

お
け
る
間
伐
と
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
の
間
伐
の
違
い
に
つ
い
て
、

造
園
事
業
又
は
森
林
美
学
の
上
か
ら
森
林
又
は
植
込
に
対
し
て
間
伐
を
行
ふ
必
要
は
実

際
上
よ
く
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
が
其
根
本
の
精
神
は
経
済
の
み
を
目
的
と
す
る
普
通
林

業
の
夫
れ
と
は
大
に
異
る
所
が
あ
る
か
ら
森
林
手
入
法
の
上
か
ら
見
た
間
伐
の
方
法
の

み
に
頼
る
こ
と
は
出
来
な
い
。（
中
略
）
造
園
間
伐
の
目
的
は
森
林
の
収
益
を
増
加
し
た

り
多
量
の
木
材
を
生
産
し
た
り
良
材
の
産
出
を
主
と
す
る
と
云
う
様
な
経
済
的
の
意
味

に
は
存
し
な
い
（
特
殊
の
場
合
は
別
と
し
て
）
の
で
飽
く
ま
で
も
樹
木
又
は
森
林
に
よ
り
て
本

然
の
美
を
発
見
す
る
所
に
存
す
る

　
と
記
し
、
さ
ら
に
造
園
間
伐
の
目
的
を
３
つ
挙
げ
、
①
森
林
又
は
樹
木
に
対
す
る
目
的
の
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の
観
照
、
も
う
一
つ
が
森
林
の
美
装
で
あ
る
と
提
示
し
た
。
美
を
味
わ
う
た
め
に
美
学
に
関

す
る
研
究
が
必
要
と
し
、
美
装
は
立
地
に
適
合
し
、
作
業
種
、
樹
種
、
更
新
法
に
適
応
し
た
、

必
然
に
し
て
合
目
的
な
る
も
の
と
述
べ
、
最
後
に
、
多
く
の
問
題
が
森
林
美
的
研
究
に
よ
っ

て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
多
く
の
山
林
家
が
研
究
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る

と
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
（46）
。

　
一
九
二
二
年
七
月
、田
村
は
「
風
致
林
の
更
新
並
に
其
の
経
済
的
利
用
に
就
い
て
」
で
、ア

カ
マ
ツ
林
の
更
新
を
例
に
そ
の
稚
樹
の
育
成
に
は
広
葉
樹
の
除
伐
な
ど
適
当
な
取
り
扱
い
が

必
要
と
し
、
そ
の
技
術
は
経
済
林
の
施
業
上
で
は
高
度
な
技
術
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
風

致
林
の
取
り
扱
い
に
は
必
要
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
（47）
。
つ
づ
く
同
年
八
月
、「
風
致
林
の

更
新
並
に
其
の
経
済
的
利
用
に
就
い
て
（
承
前
）」
で
、

風
致
林
の
真
相
を
究
明
ぜ
ず
、
徒
ら
に
禁
伐
を
事
と
せ
る
皮
相
な
る
林
業
専
門
外
の
行

政
家
の
立
案
し
た
法
令
に
帰
因
す
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
で
あ
ら
う
が
、
一
方
で
は
技

術
家
の
風
致
林
に
対
す
る
敬
遠
的
怠
慢
に
も
依
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（48）
。

　
こ
う
指
摘
し
た
上
で
、
田
村
は
昨
今
の
京
都
の
東
山
や
嵐
山
に
お
け
る
ア
カ
マ
ツ
林
の
推

移
（
後
退
）
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
衰
退
な
ど
が
管
理
不
足
や
常
緑
広
葉
樹
の
繁
茂

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
の
対
応
が
法
令
に
縛
ら
れ
後
手
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
田
村
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
発
表
の
「
林
業
藝
術
論
」
で
の
主
張
を
よ

り
一
層
発
展
さ
せ
た
内
容
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
森
林
美
学
研
究
は
正
科
学
で
あ
る
と

主
張
し
、
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
実
行
を
広
め
る
努
力
を
し
て
い
た
。
そ
こ

に
は
森
林
風
致
施
業
が
林
学
会
で
も
留
意
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
一
月
、田
村
は
「
現
代
都
市
と
森
林
と
の
関
係
に
就
て
」
で
、都

市
化
の
進
行
に
と
も
な
う
都
市
民
の
健
康
問
題
の
負
荷
の
増
加
を
う
っ
た
え
、
日
常
生
活
を

離
れ
田
園
や
自
然
地
で
休
養
す
る
こ
と
の
意
義
、
お
よ
び
森
林
の
国
民
保
健
的
利
用
の
た
め

の
開
放
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
す
で
に
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
木
材
の
直
接
利
用
を
主
と

し
た
国
有
林
等
は
保
安
林
保
護
林
と
し
て
公
園
に
準
ず
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
（49）
。

要
性
を
認
め
つ
つ
風
景
の
修
復
法
を
助
言
す
る
こ
と
の
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
（41）
。

　
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一
月
、
田
村
は
「
森
林
の
『
第
三
利
用
』
に
就
い
て
」
を
発
表

し
、都
市
近
郊
に
森
林
公
園
が
必
須
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
述
べ
、森
林
の
第
二
第
三
利
用
（
今

日
で
い
う
森
林
の
多
面
的
機
能
あ
る
い
は
公
益
的
機
能
）
の
重
要
性
を
訴
え
、
加
え
て
現
在
の
レ
ン
ジ
ャ

ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

　
さ
れ
ば
森
林
主
副
産
物
の
利
用
即
ち
従
来
の
所
謂
森
林
の
直
接
利
用
を
森
林
の
第
一

利
用
と
い
ふ
な
ら
ば
、
森
林
の
水
源
涵
養
土
砂
扞
止
等
国
土
保
安
上
の
利
用
を
森
林
の

第
二
利
用
と
い
ひ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
森
林
風
致
の
利
用
並
に
林
間
の
運
動
、
娯
楽
、
休

養
、
保
養
等
主
と
し
て
国
民
保
健
上
の
利
用
を
森
林
の
第
三
利
用
と
い
は
ん
と
す
る
の

で
あ
る
。（
中
略
）
合
衆
国
国
有
林
の
保
健
的
利
用
即
ち
第
三
利
用
は
森
林
の
も
っ
と
も

正
則
な
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
之
が
経
営
の
た
め
に
は
特
に
従
来

の
技
術
家
以
外
に
保
養
工
師
（
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
）
の
養
成
を
力
め
る
こ
と
と

な
っ
た
（42）
。

　
つ
づ
け
て
同
年
二
月
、「
森
林
の
『
第
三
利
用
』
に
就
い
て
（
承
前
）」
を
発
表
し
、
ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
園
を
紹
介
し
つ
つ
わ
が
国
で
の
国
立
公
園
の
設
定
に
む
け
て
邁
進
し
て
い
る
様

子
が
わ
か
り
、
加
え
て
、
国
有
林
の
保
養
地
と
し
て
の
開
放
を
説
く
の
で
あ
る
（43）
。

　
田
村
の
森
林
の
第
三
利
用
の
主
張
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
本
多
も
ま
た
一
九
二
二
年
に

「
民
衆
保
健
上
山
林
の
開
放
を
論
ず
」
を
発
表
し
、国
立
公
園
設
定
が
急
務
で
あ
る
と
力
説
す

る
と
と
も
に
、
民
衆
の
保
健
上
よ
り
市
街
地
付
近
な
ど
の
山
林
を
遊
歩
道
の
設
定
を
し
て
開

放
す
る
こ
と
、
等
の
提
案
を
し
て
い
る
（44）
。

　
同
年
七
月
、
田
村
は
林
業
職
の
技
官
に
む
け
た
講
演
内
容
を
、「
森
林
の
美
的
研
究
に
就

て
」
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
森
林
に
対
す
る
態
度
を
８
つ
に
大
別
し
、
そ
の
第

５
と
し
て
保
健
的
利
用
、
第
６
に
享
楽
的
利
用
、
第
７
に
美
的
態
度
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ザ
リ
ッ
シ
ュ
の
『
森
林
美
学
』
が
施
業
林
を
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

て
、
人
工
林
の
美
に
つ
い
て
の
研
究
も
重
要
で
あ
り
、
実
用
的
経
済
林
を
美
的
に
仕
上
げ
る

よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、「
森
林
美
学
叉
は
林
藝
は
林
の
正

科
学
で
あ
り
、
森
林
家
は
一
通
り
こ
れ
に
通
じ
て
居
り
、
而
し
て
専
門
の
林
藝
家
は
各
種
の

官
庁
に
も
民
間
に
も
立
ち
入
っ
て
働
く
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
と
述
べ
（45）
、
森
林

美
学
が
林
学
の
一
分
野
で
あ
り
実
学
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
つ
づ
け
て
、
同
年
八
月
「
森
林

の
美
的
研
究
に
就
て
（
承
前
）」
を
発
表
し
、
森
林
美
的
研
究
の
方
面
と
し
て
、
一
つ
が
森
林
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発
表
し
、
区
域
指
定
と
そ
の
休
養
利
用
を
力
説
す
る
。

森
林
の
休
養
法
は
最
も
有
効
な
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
都
会
に
於
て
物
質
生
活
を
営
む

者
に
対
し
て
然
り
で
あ
る
。（
中
略
）
有
ゆ
る
森
林
は
文
化
的
価
値
を
有
し
て
居
る
け
れ

ど
、
中
で
も
都
会
に
近
い
も
の
と
、
そ
の
風
致
の
優
れ
た
も
の
と
は
特
に
貴
重
な
も
の

で
あ
る
か
ら
、今
日
直
ち
に
こ
れ
が
保
留
に
就
い
て
考
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
尚

ほ
森
林
の
文
化
的
利
用
は
単
に
保
留
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
れ
を
民
衆
の
た
め
に
開
放
す

る
こ
と
が
第
二
段
で
あ
る
。
合
衆
国
に
於
け
る
国
家
記
念
物
は
正
に
こ
れ
に
当
た
る
も

の
で
あ
る
。
次
に
開
放
さ
れ
た
森
林
に
文
化
的
休
養
施
設
を
加
へ
て
完
全
に
利
用
の
途

を
講
ず
る
の
が
第
三
段
で
あ
っ
て
、
合
衆
国
や
加
奈
太
の
国
立
公
園
は
こ
れ
に
当
た
る

の
で
あ
る
（54）
。

　
つ
づ
け
て
同
年
十
二
月
、
田
村
は
林
学
会
雑
誌
で
論
文
「
造
園
問
題
ニ
ツ
キ
林
学
界
ニ
訴

フ
」
を
発
表
し
、
林
学
か
ら
造
園
学
が
独
立
し
た
分
野
と
な
る
こ
と
を
訴
え
、
森
林
の
第
三

利
用
の
方
面
が
今
後
発
達
し
て
ゆ
く
と
述
べ
た
。

風
致
林
ハ
決
シ
テ
天
然
記
念
物
デ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
、
加
工
シ
テ
ソ
ノ
美
貌
ヲ
増
シ
、

又
享
楽
的
用
途
ヲ
加
ヘ
ウ
ル
ノ
デ
ア
レ
バ
、
少
シ
モ
加
工
ヲ
妨
ゲ
ナ
イ
。（
中
略
）
風
致

ヲ
損
シ
ナ
イ
デ
森
林
、
原
野
、
湖
沼
、
水
力
等
ヲ
経
済
的
ニ
利
用
シ
ウ
ル
ノ
デ
ア
レ
バ
、

ソ
レ
ハ
少
シ
モ
差
支
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
ル
。（
中
略
）

森
林
ノ
文
化
的
施
設
ニ
関
ス
ル
技
術
ハ
広
義
ニ
於
ケ
ル
造
園
学
ヲ
包
含
サ
レ
テ
モ
ヨ
イ

ノ
デ
ア
ル
ガ
、
特
ニ
コ
レ
ヲ
区
別
ス
ル
ナ
ラ
バ
風
致
工
学
ト
デ
モ
名
ケ
タ
ラ
ヨ
カ
ラ
ウ

ト
思
ウ
。
風
致
土
木
ト
風
致
植
栽
ト
ガ
ソ
ノ
主
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
、
外
ニ
簡
単
ナ
風
致

建
築
ヲ
伴
フ
デ
ア
ラ
ウ
（55）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
風
致
林
の
積
極
的
な
美
的
取
り
扱
い
を
肯
定
し
、
森
林
内
で
の
文
化
的
施

設
い
わ
ゆ
る
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
部
門
を
”
風
致
工
学
“
と
名
付
け
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
森
林
美
学
は
科
学
の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
べ
く
工
学

を
付
け
た
の
で
は
な
い
か
と
読
み
取
る
の
で
あ
る
。

　
同
年
十
二
月
、
上
原
も
林
学
会
雑
誌
で
論
文
「
林
業
ニ
於
ケ
ル
森
林
ノ
休
養
価
値
ノ
計

算
」
を
発
表
し
、「
今
日
風
致
林
ガ
経
済
化
サ
レ
ル
コ
ト
ハ
寧
ロ
時
勢
遅
シ
モ
甚
シ
イ
モ
ノ

デ
ア
ル
。」
と
記
し
た
う
え
で
、
合
衆
国
に
お
け
る
国
有
林
６
２
０
０
万
町
歩
で
休
養
す
る

こ
と
に
よ
る
貨
幣
価
値
の
試
算
と
し
て
、
１
時
間
の
休
養
価
値
を
４
０
銭
と
し
１
年
間
で

６
０
０
０
万
円
に
な
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
現
在
の
森
林
の
公
益
的
機
能
の

二
．
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の
設
定
に
む
け
た
主
張
、
そ
し
て
森
林
美
学
か
ら
の
脱
皮

　
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
五
月
、
上
原
敬
二
は
「
国
立
公
園
の
眞
意
義
」
を
発
表
す
る
。

国
立
公
園
は
世
界
何
れ
の
国
を
見
る
も
国
民
の
来
遊
、
民
衆
の
享
楽
を
第
一
に
考
へ
て

居
る
国
は
一
つ
も
な
い
。
何
れ
も
天
然
記
念
物
の
保
護
、
史
蹟
又
は
名
勝
の
保
存
地
で

国
民
的
来
遊
は
其
従
属
の
結
果
で
あ
る
。（
中
略
）国
立
公
園
は
国
民
の
保
健
衛
生
と
云
ふ

立
場
に
出
で
て
利
用
本
位
、
保
健
客
位
に
す
る
よ
り
は
、
天
然
物
の
保
護
と
云
ふ
点
よ

り
発
足
し
て
保
護
主
位
、
利
用
客
位
に
よ
る
方
が
幾
倍
安
全
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
（50）
。

　
上
原
は
国
立
公
園
の
設
定
は
保
護
を
前
面
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
、
本
多
静
六
・
田

村
剛
の
利
用
を
前
面
と
す
る
国
立
公
園
の
設
定
の
動
き
に
対
し
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
本
多
・
田
村
と
上
原
と
の
考
え
の
相
違
が
表
面
化
し
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

　
一
九
二
三
年
八
月
、
田
村
は
「
合
衆
国
に
於
け
る
国
有
林
の
保
養
的
利
用
情
況
」
で
、
３

ヶ
月
に
わ
た
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
・
オ
レ
ゴ
ン
州
で
の
国
有
林
の
保
養
的
利
用
情
況
調
査

を
行
い
、
第
１
回
報
告
と
し
て
シ
エ
ラ
ン
国
有
林
の
保
養
的
施
設
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
国
立
公
園
は
花
々
し
く
全
国
民
的
又
は
国
際
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
国
有
林

の
方
は
地
方
的
平
民
的
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
（51）
。

　
本
多
も
ま
た
一
九
二
三
年
に
『
海
外
に
於
け
る
国
立
公
園
と
森
林
公
園
の
実
況
』
を
発
表

し
、ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
立
公
園
の
紹
介
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
国
立
公
園
で
は
な
く
森
林
公
園

が
そ
の
任
を
果
た
し
て
お
り
、
森
林
の
大
部
分
に
美
的
経
営
を
加
味
し
林
業
的
収
益
を
図
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
末
尾
に
わ
が
国
も
早
急
に
国
立
公
園
の
設
定
を
す
べ
き
こ
と
、
森

林
の
美
的
取
り
扱
い
に
よ
る
収
益
向
上
の
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
美
的
経
営
を
加
味
し
た
林
業

の
実
行
を
力
説
す
る
（52）
。
こ
う
し
て
、
本
多
は
都
市
公
園
や
森
林
公
園
の
設
計
・
設
定
と
い

っ
た
実
務
に
移
行
し
て
い
き
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
『
天
然
公
園
　
森
林
公
園-

國
立

公
園-

高
原
保
養
地-

海
岸
保
養
地
（
海
水
浴
場
）-

農
村
山
村
の
美
化
』
を
発
表
し
て
ゆ
く
の

で
あ
る
（53）
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
の
本
多
・
田
村
・

上
原
は
、
欧
米
の
視
察
に
よ
る
知
見
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
に
お
け
る
森
林
公
園
そ
し
て
考
え

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
国
立
公
園
の
設
定
を
力
説
し
、
そ
の
風
景
の
中
核
と
な
る
森
林
は
美

的
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
て
よ
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
二
月
、
田
村
は
「
森
林
の
文
化
的
利
用
と
土
地
の
保
留
」
を
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同
年
八
月
、
田
村
は
「
合
衆
国
々
有
林
の
休
養
施
設
と
我
国
の
現
状
」
を
発
表
し
、
合
衆

国
国
有
林
が
い
か
に
休
養
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
を
再
び
紹
介
し
、

国
有
林
経
営
上
の
四
大
要
項
は
、
木
材
生
産
、
水
源
涵
養
、
放
牧
並
に
休
養
で
あ
る
と

し
、
そ
の
特
に
休
養
価
値
の
大
な
る
国
有
林
に
あ
り
て
は
、
特
に
休
養
を
第
一
位
に
置

い
て
、
他
の
用
途
を
犠
牲
と
す
る
休
養
地
域
の
設
定
を
も
是
認
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

（
中
略
）
中
央
に
あ
っ
て
は
、
山
林
局
土
地
課
長
の
主
管
の
下
に
置
き
、
大
学
教
授
を
嘱

託
し
て
大
方
針
に
参
画
せ
し
め
る
他
、
専
任
休
養
工
技
師
を
置
い
て
重
要
な
る
現
場
の

計
画
に
当
ら
し
め
て
い
る
（60）
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
わ
が
国
に
お
い
て
国
立
公
園
の
設
定
の
重
要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
国
有

林
に
お
け
る
休
養
施
設
の
早
急
な
設
置
は
都
市
の
物
質
文
明
の
発
達
か
ら
必
要
で
あ
る
と
力

説
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
同
年
十
一
月
、
田
村
は
「『
風
致
工
学
』
と
林
学
に
就
い
て
」
を
発
表
し
、

造
園
術
は
大
き
く
分
け
て
、
庭
園
や
公
園
の
あ
る
場
合
の
如
く
、
美
的
創
作
の
方
面
と
、

森
林
公
園
や
一
般
施
業
林
や
風
致
林
や
そ
の
他
名
所
旧
蹟
等
を
保
存
し
又
は
修
飾
し
こ

れ
に
保
健
的
施
設
を
加
へ
ん
と
す
る
方
面
と
二
つ
が
あ
っ
て
、（
中
略
）
技
術
と
し
て
後

者
は
林
学
者
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
親
し
み
が
深
い
。
入
る
に
も
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

余
は
こ
の
方
面
の
研
究
を
な
す
学
術
を
風
致
工
学
と
名
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。（
中
略
）依

然
正
科
と
し
て
林
学
に
残
さ
る
べ
き
学
術
で
あ
る
と
信
ず
る
。
今
仮
に
風
致
工
学
を
定

義
し
て
見
れ
ば
、
土
地
の
風
致
、
享
楽
又
は
保
健
的
素
質
を
保
存
し
、
修
飾
し
、
或
は

開
発
せ
し
む
る
た
め
の
計
画
施
設
並
に
経
営
に
関
す
る
学
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来

る
。（
中
略
）
就
中
風
景
地
保
健
地
の
主
体
を
な
す
所
の
森
林
に
就
い
て
最
も
重
要
で
あ

る
。（
中
略
）
但
し
風
致
上
の
根
本
的
原
理
は
美
学
並
に
造
園
学
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ

る
（61）
。

　
田
村
は
森
林
の
第
三
利
用
に
関
す
る
分
野
を
“
風
致
工
学
”
と
名
付
け
そ
の
定
義
を
し
、

林
学
の
正
科
と
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
繰
り
返
し
述
べ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
論
説
で
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
で
の
風
致
工
学
の
講
義
を
紹
介
し
、

海
外
で
の
事
例
紹
介
・
天
然
公
園
・
都
市
森
林
公
園
・
森
林
都
市
な
ど
講
義
内
容
を
記
し
て

い
る
。
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
天
然
公
園
を
国
立
公
園
と
地
方
大
公
園
と
に
大
別
し
、

地
方
大
公
園
す
な
わ
ち
後
の
国
定
公
園
な
い
し
は
都
道
府
県
立
公
園
を
構
想
し
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
大
学
林
学
部
で
の
森
林
美
学
の

定
量
的
評
価
の
先
駆
け
で
あ
る
。
ま
た
、森
林
の
休
養
的
価
値
は
新
植
３
・
４
０
年
後
に
生
ま

れ
る
と
し
、
森
林
の
人
類
に
対
す
る
最
も
有
効
な
利
用
法
は
風
景
の
利
用
で
あ
る
と
述
べ
る

の
で
あ
る
（56）
。

　
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
一
月
、
一
方
の
田
村
も
ま
た
「
森
林
の
文
化
的
利
用
の
趨
勢
と

森
林
政
策
に
就
い
て
」
で
、
森
林
の
間
接
的
効
用
は
代
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
な
い
こ
と
を

第
一
に
挙
げ
、
今
日
で
い
う
森
林
の
公
益
的
（
多
面
的
）
機
能
は
他
に
代
替
え
で
き
な
い
森
林

独
自
の
存
在
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
保
健
享
楽
的
利
用
の
高
い
都
市

に
近
い
森
林
は
公
有
林
と
し
て
経
営
し
て
は
ど
う
か
、
と
所
有
形
態
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提

案
を
述
べ
て
い
る
の
も
留
意
さ
れ
る
（57）
。

　
同
年
一
月
、
本
多
は
「
世
界
の
文
化
と
森
林
の
民
衆
化
」
と
題
し
北
海
道
林
業
会
の
講
演

集
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
海
外
の
視
察
経
験
を
踏
ま
え
、
文
化
の
進
歩
に
と
も
な
い

森
林
の
取
り
扱
い
が
木
材
の
生
産
ば
か
り
で
は
な
く
保
健
運
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
禁

伐
で
あ
る
に
対
し
、
欧
州
で
は
作
業
を
行
っ
て
お
り
多
少
施
業
を
美
的
に
行
う
よ
う
に
留
意

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（58）
。

　
同
年
六
月
、
田
村
は
「
森
林
休
養
資
源
に
就
て
」
を
発
表
し
、
森
林
の
風
致
、
享
楽
、
保
健

的
利
用
等
、
森
林
の
社
会
的
文
化
的
利
用
、
す
な
わ
ち
森
林
の
第
三
利
用
ま
た
は
休
養
利
用

が
日
常
生
活
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
き
て
い
る
と
主
張
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
木
材
生

産
、
水
源
涵
養
、
放
牧
と
並
ん
で
休
養
利
用
を
国
有
林
の
四
大
政
策
と
し
て
い
る
こ
と
、
ド

イ
ツ
人
の
ヴ
ァ
ン
デ
ル
を
見
習
っ
て
パ
ン
に
チ
ー
ズ
を
は
さ
ん
だ
手
軽
な
弁
当
を
ル
ッ
ク
ザ

ッ
ク
に
背
負
っ
て
、
一
日
中
林
の
間
を
楽
し
く
歩
い
て
来
る
こ
と
で
よ
い
と
紹
介
し
、
わ
が

国
に
は
山
岳
と
森
林
と
海
島
の
風
景
に
於
い
て
、
無
益
に
外
国
物
に
謙
遜
す
る
必
要
は
な
く
、

地
理
は
変
化
に
富
ん
で
、
都
市
に
迫
っ
て
優
れ
た
風
景
地
、
保
養
地
が
分
布
し
て
い
る
と
記

し
、
そ
の
開
発
と
利
用
を
粘
り
強
く
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

若
し
今
日
に
し
て
尚
ほ
、
林
業
家
は
森
林
学
を
基
礎
と
す
る
経
済
家
で
あ
る
と
し
、
森

林
の
文
化
的
利
用
等
は
林
学
者
、
林
政
家
の
領
域
外
の
仕
事
で
あ
る
と
し
て
い
る
者
が

あ
れ
ば
、
そ
の
古
い
バ
タ
臭
い
思
想
を
哀
れ
ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
（59）
。

　
か
よ
う
に
、
森
林
の
第
三
利
用
、
い
わ
ゆ
る
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
林
学
・
林
業
家

が
扱
う
分
野
で
は
な
い
と
い
う
雰
囲
気
が
依
然
と
し
て
林
学
界
・
林
業
界
の
な
か
に
残
っ
て

い
る
と
し
て
、
田
村
と
し
て
は
珍
し
く
厳
し
い
表
現
で
、
頭
の
切
り
替
え
を
訴
え
て
い
る
。
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同
年
四
月
、
田
村
は
「
森
林
休
養
地
の
計
画
に
就
て
」
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
と
ス
イ
ス

を
視
察
し
た
折
の
風
景
地
写
真
を
掲
載
し
な
が
ら
森
林
休
養
地
の
計
画
に
つ
い
て
、

風
致
を
主
と
す
る
地
域
で
は
、
天
然
の
ま
ま
の
姿
で
偶
然
に
も
美
観
と
一
致
す
る
こ
と

も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
に
は
適
当
な
る
取
扱
ひ
を
な
し
て
、
そ
の
美
観
を
維
持
し
助

長
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
風
致
林
の
如
き
も
放
任
し
て
置
く
の
で
は
、
現
在
の

風
致
を
さ
へ
維
持
し
得
ぬ
計
り
で
な
く
、
天
然
的
に
破
壊
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
又

森
林
の
美
的
取
扱
法
は
屡
経
済
的
施
業
法
と
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
風
致

に
理
解
あ
る
者
の
手
は
、
決
し
て
風
景
を
破
壊
す
る
の
で
な
い
。
批
難
を
恐
れ
て
徒
ら

に
手
を
触
れ
な
い
で
放
任
し
て
置
く
こ
と
に
は
、
全
然
賛
同
し
得
ぬ
所
で
あ
る
（64）
。

　
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の
設
定
の
実
現
に
む
け
た
主
張
に
加
え
、
大
正
末
期
と
な
り
、
森

林
の
風
致
の
維
持
は
適
当
な
取
り
扱
い
の
実
行
お
よ
び
助
長
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
主
張
し
、

そ
の
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
は
経
済
的
施
業
法
と
両
立
し
う
る
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。

　
上
原
も
ま
た
一
九
二
六
年
四
月
、
論
文
「
風
致
林
施
業
法
（
其
一
）」
を
造
園
雑
誌
に
発
表

す
る
。森

林
家
の
森
林
観
を
捨
て
て
社
会
人
の
森
林
観
へ
と
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
で
は
な
か

ろ
う
か
（
中
略
）
独
立
し
た
る
風
致
林
研
究
の
対
象
を
一
日
も
早
く
樹
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

米
国
林
学
界
に
於
て
早
く
よ
り
風
致
林
業
（ Landscape Forestry 

）
の
独
立
を
見
た
の
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
（
中
略
）
従
来
の
産
業
本
位
の
林
業
に
一
抹
の
風
致
味
を
悟
入
し
て
こ

こ
に
新
し
き
林
業
の
部
門
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
林
業
は
経
済
林
業
・
保
安
林
業
・
風
致
林
業
の
三
者
と
す
べ
き
で
（
中
略
）
風
致

林
業
と
し
て
独
立
し
た
る
施
業
法
を
試
み
た
る
林
学
者
又
は
林
業
系
統
は
未
だ
欧
米
の

斯
界
に
あ
る
こ
と
を
著
者
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
、
今
に
し
て
一
日
も
早
く
斯
業
の
体

系
を
樹
立
し
、
風
致
国
是
、
風
景
立
国
等
の
大
施
を
翳
し
て
斯
界
に
乗
り
出
す
こ
と
は

造
園
に
こ
そ
恵
ま
れ
た
る
新
領
域
で
あ
り
（65）

　
こ
の
よ
う
に
風
致
林
と
は
な
に
か
そ
の
概
念
を
示
し
た
上
で
、
森
林
風
致
施
業
の
確
立
を

説
い
た
。
こ
こ
で
い
う
風
致
林
は
公
園
林
・
神
社
風
致
林
・
海
岸
風
致
林
・
名
勝
風
致
林
や
、

な
か
に
は
国
防
風
致
林
と
い
う
国
境
防
備
の
森
林
的
施
設
を
い
い
、
国
境
広
場
林
・
国
境
保

安
林
・
飛
行
機
着
離
場
・
要
塞
防
備
林
な
ど
を
挙
げ
、
不
安
定
な
国
際
間
の
趨
勢
を
反
映
し

た
内
容
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
治
安
維
持
法
の
発
令
な
ど
社
会
情
勢
が
不
安
定
な
時
代

講
義
は
風
致
工
学
の
一
面
を
扱
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
も
い
る
。

　
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
、
田
村
は
「
風
景
地
計
画
」
と
題
し
信
濃
山
林
会
編
『
高
等
林

野
講
習
会
講
演
集
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。
内
容
は
造
園
学
を
個
人
造
園
、
都
市
造
園
、
天
然

造
園
と
３
つ
に
分
類
し
、
天
然
造
園
の
一
部
で
あ
る
風
景
地
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
講
演
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
松
島
で
の
森
林
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
触
れ
、

松
林
の
亡
く
な
ら
な
い
様
な
施
業
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）現

在
の
林
相
が
風
致
林
と
し
て
理
想
的
な
り
と
せ
ば
之
を
永
遠
に
存
続
せ
し
む
る
様
な
施

業
法
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
天
然
の
風
景
を
成
る
べ
く
自
然
的
に
美

化
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
主
要
な
手
段
は
森
林
の
取
扱
方
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
風
景
美
化
法
と
し
て
最
も
容
易
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
森
林
の
取

扱
方
に
依
て
風
景
地
の
美
醜
を
支
配
し
得
る
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

り
ま
す
。（
中
略
）
公
園
と
か
、
風
景
地
を
設
く
る
場
合
に
従
来
立
派
な
森
林
で
あ
っ
た

も
の
を
態
々
伐
り
拂
ひ
更
め
て
桜
と
か
楓
と
か
を
植
え
付
け
る
の
で
あ
り
ま
す
が
却
て

之
が
林
相
を
不
自
然
に
単
純
化
し
て
従
前
の
面
目
を
失
ふ
も
の
が
少
く
な
い
、
森
林
の

美
化
は
決
し
て
左
様
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
森
林
美
化
の
根
拠
は
樹
種

林
相
夫
れ
自
身
が
郷
土
の
自
然
に
立
却
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
即
ち
合
理
的

の
森
林
美
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
林
業
の
経
営
と
風
景
の
美
化
と
は
多
く
の

場
合
抵
触
す
る
こ
と
な
し
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
（62）
。

　
田
村
は
こ
の
よ
う
に
、
森
林
風
景
計
画
の
基
本
と
し
て
、
保
存
す
べ
き
林
相
を
維
持
す
る

施
業
の
必
要
性
、
郷
土
種
の
利
用
が
そ
の
土
地
の
森
林
美
の
形
成
に
合
理
的
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
国
有
林
に
お
け
る
風
景
価
値
の
算
定
、
今
日
で
い
う
森
林
の

公
益
的
機
能
評
価
額
試
算
の
紹
介
、
さ
ら
に
は
、
森
林
風
致
施
業
の
実
行
は
一
般
森
林
施
業

に
負
荷
を
与
え
な
い
と
主
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
六
年
一
月
、
田
村
は
北
海
道
林
業
会
の
講
演
集
に
「
森
林
の
文
化
的
施
設
と
國
立

公
園
」
を
発
表
し
て
い
る
。
内
容
は
森
林
の
第
三
利
用
の
持
つ
意
味
が
重
要
と
な
っ
て
き
た

こ
と
、
森
林
の
文
化
的
利
用
が
進
み
も
っ
と
も
優
れ
た
も
の
が
国
立
公
園
と
な
っ
て
ゆ
く
と

設
定
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
利
用
に
応
え
る
べ
く
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
と
い
っ
た
施
設
の
計
画
を
国
が
ま
ず
進
め
る
べ
き
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
国
立
公
園
の
誕
生
か
ら
現
状
の
紹
介
を
熱
心
に
語
っ
た
上
で
、
わ
が

国
に
お
け
る
国
立
公
園
の
設
定
運
動
の
現
状
を
述
べ
て
い
る
（63）
。
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の
必
要
性
を
説
き
、
森
林
美
学
研
究
は
正
科
学
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
こ
に
至
り
よ
う
や

く
、
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
（
森
林
風
致
施
業
）
が
林
学
会
で
も
留
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
本
多
・
田
村
・
上
原
は
、
わ
が
国
で
の
森
林
公

園
そ
し
て
国
立
公
園
の
設
定
を
力
説
し
、
そ
の
風
景
の
中
核
と
な
る
森
林
は
美
的
取
り
扱
い

が
行
わ
れ
て
よ
い
と
主
張
し
た
。

　
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
、
上
原
は
合
衆
国
に
お
け
る
国
有
林
で
の
休
養
す
る
こ
と
に
よ

る
貨
幣
価
値
の
試
算
を
紹
介
し
、
田
村
も
ま
た
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
、
森
林
の
間
接
的

効
用
は
代
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
な
い
森
林
独
自
の
存
在
価
値
を
有
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。
現
在
の
森
林
の
公
益
的
（
多
面
的
）
機
能
の
基
本
的
考
え
は
こ
の
時
点
で
上
原
と
田
村
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
五
年
、
田
村
は
天
然
公
園
を
大
別
し
国
立
公
園
と
地
方
大
公
園
と
し
、
地
方
大
公

園
す
な
わ
ち
後
の
国
定
公
園
な
い
し
は
都
道
府
県
立
公
園
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
、
田
村
は
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の
設
定
の
実
現
に
む
け
海
外

の
視
察
経
験
を
踏
ま
え
風
景
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
述
べ
、
そ
の
た
め
に
は
積

極
的
な
森
林
風
景
美
の
形
成
、
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
の
実
行
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
力
説

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
考
え
の
背
後
に
は
、
森
林
美
学
研
究
の
方
向
の
一
つ
と
し
て
森

林
公
園
・
国
立
公
園
の
設
定
・
実
現
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
森
林

美
学
は
林
学
の
正
規
の
分
野
で
あ
る
と
と
も
に
科
学
の
分
野
で
あ
る
、
と
の
田
村
の
主
張
は
、

一
九
二
四
年
に
森
林
内
で
の
文
化
的
施
設
い
わ
ゆ
る
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
森
林

の
第
三
利
用
に
関
す
る
分
野
を
“
風
致
工
学
”
と
名
付
け
た
の
だ
と
読
み
解
か
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
、
上
原
も
ま
た
森
林
美
学
が
独
立
し
た
分
野
と
な
る
こ
と
を
強
く
望

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
美
学
研
究
は
大
正
期
に
飛
躍
的
に
進
み
、
森
林
の
美
的
取
り
扱
い
と

い
う
技
術
論
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
な
か
、
森
林
美
学
は
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の
設
定
に
む

け
た
一
つ
の
基
本
的
考
え
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
国
立
公
園
設
定

に
あ
た
っ
て
、
本
多
静
六
・
田
村
剛
の
利
用
を
前
面
と
す
る
国
立
公
園
設
定
の
動
き
に
対
し
、

上
原
敬
二
は
保
護
を
前
面
と
す
る
設
定
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
そ
の
考
え
の
違
い
が
表
面
化

し
た
の
も
大
正
期
で
あ
っ
た
。

に
あ
っ
て
も
な
お
森
林
美
学
研
究
に
対
す
る
強
い
覚
悟
を
上
原
は
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
森
林
美
学
・
森
林
風
致
施
業
に
強
い
関
心
と
態
度
を
示
し
、
独
立
し
た
分
野
と
な
る
こ

と
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
六
年
十
月
、
田
村
は
「
瑞
西
の
風
景
利
用
施
設
」
を
発
表
し
、
登
山
鉄
道
や
自
動

車
道
路
の
交
通
網
整
備
、
ホ
テ
ル
配
置
と
充
実
し
た
設
備
、
こ
れ
ら
観
光
地
に
設
け
ら
れ
た

遊
歩
道
網
整
備
な
ど
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
主
だ
っ
た
観
光
地
を
視
察
し
た
模
様
を
い
き
い
き

と
報
告
し
て
い
る
（66）
。

　
大
正
期
か
ら
昭
和
期
と
な
り
、
田
村
は
欧
米
の
森
林
公
園
・
国
立
公
園
の
視
察
か
ら
森
林

風
景
の
利
用
と
森
林
風
景
美
の
形
成
に
つ
い
て
説
き
つ
つ
、
国
立
公
園
の
指
定
に
む
け
て
邁

進
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
国
内
外
の
登
山
の
経
験
を
『
登
山
の

話
』（67）
と
し
て
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
森
林
風
景
の
利
用
・
森
林
風
致
施
業
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
た
実
践
書
と
し
て
『
森
林
風
景
計
画
』（68）
の
刊
行
へ
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
一
方
の
上
原
は
造
園
学
の
確
立
に
む
け
て
邁
進
し
、
一
九
二
五
年
『
住
宅
と
庭
園
の
設

計
』、
一
九
二
六
年
『
庭
園
学
概
要
』、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
『
改
訂 

樹
木
根
廻
運
搬
並
移

植
法
』、一
九
二
八
年
『
庭
木
と
庭
石
』
な
ど
多
く
の
造
園
関
連
書
籍
を
刊
行
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。

三
．
大
正
期
に
お
け
る
森
林
美
学
研
究
の
総
括

　
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
田
村
剛
そ
し
て
一
九
一
七
年
に
上
原
敬
二
が
森
林
美
学
の
定
義

を
深
化
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
本
多
静
六
・
上
原
敬
二
・
田
村
剛
・
本

郷
高
徳
は
森
林
美
学
と
森
林
生
態
学
の
見
地
か
ら
明
治
神
宮
の
森
の
造
成
に
た
ず
さ
わ
る
の

で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
、
上
原
に
よ
っ
て
風
致
間
伐
に
よ
る
森
林
風
景
の
改
善
と
い
っ
た
技

術
概
論
が
初
め
て
発
表
さ
れ
た
。
田
村
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
、
森
林
風
致
の
利
用
そ

の
な
か
の
国
民
保
健
上
の
利
用
を
「
森
林
の
第
三
利
用
」
と
し
た
考
え
を
示
し
、
都
市
近
郊

に
森
林
公
園
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
わ
が
国
で
の
国
立
公
園
の
設
定
は
急
を
要
し
て
い
る
と

主
張
し
た
。
そ
こ
に
は
、
現
在
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
に
ま
で
言
及

し
、
風
景
の
利
用
の
重
要
性
を
示
し
た
。

　
一
九
二
二
年
、
田
村
は
京
都
の
東
山
や
嵐
山
に
お
け
る
ア
カ
マ
ツ
林
の
推
移
（
後
退
）
や
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
衰
退
は
管
理
不
足
や
常
緑
広
葉
樹
の
繁
茂
な
ど
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
指
摘
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
そ
し
て
、
森
林
風
致
施
業
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
実
行
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の
分
野
へ
と
シ
フ
ト
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
方
向
性
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
森
林
美
学

を
源
流
と
し
つ
つ
今
な
お
そ
の
思
考
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
先
人
の
森
林
美

学
に
か
け
た
情
熱
そ
し
て
着
眼
点
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
本
多
静
六
・
田
村
剛
・
上
原
敬
二
の
風
景
観
や
国
立
公
園
の
選
定
に
対
す
る
態
度

な
ど
に
関
す
る
研
究
や
著
作
（69）
〜
（76）
、
本
郷
高
徳
の
業
績
の
再
評
価
に
関
す
る
発
表
（77）
・
（78）
、
さ

ら
に
、二
〇
二
〇
年
の
明
治
神
宮
の
森
造
成
１
０
０
年
に
あ
わ
せ
た
自
然
環
境
調
査
報
告
書
（79）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
大
正
期
の
森
林
美
学
研
究
は
相
原
言
三
郎
・
新
島
善
直
・
村
山
醸
造
・
今
田
敬
一
・
早
尾

丑
麿
な
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
発
表
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
彼
ら
の
主
張
も
取
り
上
げ

て
ゆ
く
機
会
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

引
用
文
献

（1）
　
本
田
静
六
「
道
路
の
並
木
」『
園
芸
之
友
』
4
（
1
）﹇
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
﹈

二
一 -

二
七
頁

「
森
林
学
校
其
の
他
森
林
教
育
所
に
於
て
は
森
林
美
学
な
る
学
科
を
置
き
風
致
林
の
取

扱
方
天
然
紀
念
物
の
保
存
法
を
教
授
せ
し
む
る
事
。」
と
あ
る
。

著
者
の
名
前
が
本
田
静
六
と
な
っ
て
い
る
が
、
年
代
と
内
容
か
ら
本
多
静
六
が
正
し
い

と
判
断
し
た
。

（2）
　
本
多
静
六
「
森
林
美
学
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

326
号
﹇
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
﹈

四-

十
頁

（3）
　
本
多
静
六
「
公
園
林
と
京
都
市
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

328
号
（
一
九
一
〇
年
三
月
）

一
〇
六- 

一
一
四
頁

（4）
　
本
多
静
六
「
社
寺
風
致
林
論
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

356
号
﹇
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
﹈
一 - 

二
十
頁

（5）
　
緑
衣
山
人
「
私
案
　
森
林
美
学
ノ
定
義
」『
林
学
士
会
報
告
』
12
号
﹇
一
九
一
二
（
大
正

元
）
年
十
月
﹈
一 - 

二
頁

発
表
時
期
と
内
容
よ
り
本
多
静
六
と
推
測
し
た
。

（6）
　
本
多
静
六「
森
林
公
園
と
琵
琶
湖
風
景
利
用
策
」『
大
日
本
山
林
会
報
』365
号﹇
一
九
一
三

（
大
正
二
）
年
四
月
﹈
一 - 

十
七
頁

（7）
　
髙
梨
武
彦
「
明
治
か
ら
大
正
時
代
　
林
学
黎
明
期
に
お
け
る
森
林
美
学
　
―
本
多
静

六
の
主
張
を
中
心
に
た
ど
っ
て
―
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要 G

EN
ESIS

』 

20

お
わ
り
に
　
　
ー 

森
林
美
学
へ
の
回
帰
の
予
兆 

ー

　
明
治
末
期
、
東
京
帝
国
大
学
で
は
本
多
静
六
・
川
瀬
善
太
郎
ら
に
よ
っ
て
科
学
に
基
礎
を

お
く
学
科
と
し
て
林
学
科
の
体
制
づ
く
り
に
目
途
が
つ
き
、
そ
の
過
程
で
、
近
代
国
家
と
し

て
備
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
公
園
や
風
致
林
・
都
市
林
さ
ら
に
は
国
立
公
園
の
設
定
を
主
張

し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
を
待
っ
て
い
た
か
の
如
く
、
本
多
は
森
林
美
学
研
究
の
意
義
・
必
要

性
を
表
明
し
、
研
究
内
容
を
紹
介
し
啓
蒙
し
て
い
っ
た
。
大
正
期
と
な
り
、
東
京
帝
国
大
学

で
本
多
の
も
と
に
学
ん
だ
田
村
剛
や
上
原
敬
二
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
北
海
道
帝
国
大
学
の

新
島
善
直
と
弟
子
の
村
山
醸
造
や
今
田
敬
一
ら
に
よ
っ
て
、
森
林
美
学
研
究
は
精
力
的
に
進

め
ら
れ
発
展
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
そ
の
成
果
は
大
日
本
山
林
会
報
な
ど
に
論
説

と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
六
月
に
「
林
学
会
雑
誌
」
が
、
つ
い

で
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
十
一
月
に
「
造
園
学
雑
誌
」
が
学
術
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に

至
り
、
学
会
誌
で
の
論
文
発
表
へ
と
徐
々
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う
研
究
発
表
環
境

の
な
か
で
、
年
次
を
問
わ
ず
時
を
置
く
こ
と
な
く
連
勤
と
呼
応
し
て
森
林
美
学
関
連
の
発
表

が
彼
ら
に
よ
っ
て
さ
れ
続
け
ら
れ
た
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ま
ず
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
何
が

彼
ら
を
そ
こ
ま
で
突
き
動
か
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
ひ
と
え
に
近
代
国
家
と
し
て
必
須
と
考

え
た
国
民
保
健
休
養
の
場
、
自
然
の
利
用
と
保
護
を
つ
か
さ
ど
る
場
と
し
て
の
森
林
公
園
そ

し
て
国
立
公
園
の
設
定
の
実
現
に
か
け
る
強
い
主
張
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
基

本
的
考
え
の
根
底
と
な
っ
た
学
問
が
森
林
美
学
で
あ
っ
た
と
論
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
本
多
静
六
は
「
林
学
の
父
」・「
公
園
の
父
」
と
称
さ
れ
、田
村
剛
は
「
国
立
公
園
の
父
」
と

称
さ
れ
、
上
原
敬
二
は
「
造
園
学
の
祖
」
と
称
さ
れ
日
本
造
園
学
会
で
個
人
名
の
冠
を
持
つ

賞
の
研
究
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
人
は
森
林
美
学
研
究
に
い
そ
し
み
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

を
も
っ
て
継
続
し
て
発
表
し
つ
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大
成
し
た
と
い
う
共
通
点
を
も
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
に
続
い
た
森
林
美
学
研
究
者
の
主
張
は
そ
の
後
の
林
学
・
造
園
学

あ
る
い
は
風
景
論
・
景
観
論
な
ど
へ
の
寄
与
・
貢
献
と
な
り
、
そ
の
役
割
り
は
大
き
い
。
た

と
え
ば
、
森
林
の
風
景
操
作
が
希
求
さ
れ
、
森
林
風
景
を
工
学
的
手
法
を
加
味
し
た
視
点
よ

り
解
析
す
る
景
観
研
究
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
す
る
林
分
構
造
の
解
明
お
よ
び
そ

の
林
分
構
造
へ
と
誘
導
す
る
森
林
風
致
施
業
研
究
、
あ
る
い
は
林
床
植
生
景
観
の
育
成
研
究

な
ど
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
近
年
、
日
本
森
林
学
会
大
会
発
表
の
風
致
部
門
に
お
け
る
森

林
美
学
関
連
の
発
表
件
数
は
け
っ
し
て
多
い
と
は
い
わ
れ
な
い
が
、
景
観
論
や
観
光
論
な
ど
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に
相
当
す
る
書
で
あ
り
、
本
書
の
序
文
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
第
二

次
世
界
大
戦
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
配
慮
を
察
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書

で
森
林
風
致
施
業
に
も
触
れ
て
い
る
。

（22）
　
上
原
敬
二
『
造
園
大
系
第
7
巻
　
風
景
・
森
林
』﹇
加
島
書
店
、
一
九
七
四
（
昭
和

四
十
九
）
年
﹈
一
二
八
頁

（23）
　
上
原
敬
二
『
談
話
室
の
造
園
学
』
技
報
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
、
二
二
二
頁

（24）
　
前
掲
書
10
、
二
〇
〇
三
年
三
月

（25）
　
上
原
敬
二
「
森
林
美
学
と
造
園
術
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

410
号
（
一
九
一
七
年
一
月
）

十
二- 

二
一
頁

（26）
　
前
掲
書
13
、
一
九
一
六
年
五
月

（27）
　
上
原
敬
二
「
林
業
非
藝
術
論
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

411
号
（
一
九
一
七
年
二
月
）
十
四

-

二
十
頁

（28）
　
下
村
彰
男
・
小
野
良
平
・
西
村
公
宏
「
本
郷
高
徳
　
造
園
『
学
』
の
黎
明
期
を
支
え
た

先
駆
者
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
59
（
1
）（
一
九
九
五
年
）
一 - 

四
頁

（29）
　
明
治
神
宮
社
務
所
『「
明
治
神
宮
の
森
」
の
秘
密
』（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
一
六
五

頁中
井
澤
が
、
本
郷
高
徳
が
示
し
た
明
治
神
宮
の
林
苑
計
画
を
現
代
語
に
訳
し
現
在
も
参

考
と
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

（30）
　
本
郷
高
徳 「
内
苑
に
於
け
る
林
苑
の
設
計
」
庭
園
協
会
編
『
明
治
神
宮
』（
嵩
山
房
、

一
九
二
〇
年
）
八
十 - 

九
五
頁

（31）
　
本
郷
高
徳
「
造
園
学
に
志
せ
し
頃
」『
庭
園
と
風
景
』
17
（
2
）（
一
九
三
五
年
二
月
）

四
六- 

四
七
頁

（32）
　
上
原
敬
二
「
風
景
の
形
式
と
精
神
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

439
号
﹇
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
六
月
﹈
一 - 

七
頁

（33）
　
田
村
剛
「
森
林
公
園
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

440
号
（
一
九
一
九
年
七
月
）
一-

五
頁

（34）
　
田
村
剛
「
森
林
公
園
（
承
前
）」『
大
日
本
山
林
会
報
』

441
号
（
一
九
一
九
年
八
月
）
一

-

三
頁

（35）
　
上
原
敬
二
「
造
園
間
伐
法
」『
大
日
本
山
林
会
報
』 

446
号
﹇
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一

月
﹈
四- 

九
頁

（36）
　
前
掲
書
1
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年

（37）
　
上
村
勝
爾
「
ギ
ル
ピ
ン
を
紹
介
す
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

457
号
（
一
九
二
〇
年
十
二

（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
八
五 - 

九
七
頁

（8）
　
田
村
先
生
を
偲
ぶ
会
「
田
村
剛
博
士
著
作
目
録
」（
一
九
八
〇
年
）
二
十
頁

（9）
　
日
下
部
甲
太
郎
「
国
立
公
園
の
父
　
田
村
剛
（
日
本
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク

ト
）」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
60
（
2
）（
一
九
九
六
年
十
一
月
）
一
〇
五-

一
〇
八

頁

（10）
　
俵
浩
三 「
日
本
の
造
園
学
と
国
立
公
園
を
生
み
育
て
た
二
人
の
先
覚
者
　
―
田
村
剛
と

上
原
敬
二
の
対
照
的
な
造
園
観
を
探
る
―
」『
國
立
公
園
』

611
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）

十
六- 

二
二
頁

（11）
　
田
村
剛
『
造
園
概
論
』﹇
成
美
堂
書
店
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
﹈
二
七
〇
頁

（12）
　
田
村
剛
『
森
林
風
景
計
画
』﹇
成
美
堂
書
店
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
﹈
二
三
〇
頁
・

附
図
9
図
版

（13）
　
田
村
剛
「
林
業
藝
術
論
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

402
号
﹇
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五

月
﹈
六- 

十
一
頁

（14）
　
片
山
隆
三
「
林
業
藝
術
論
を
駁
す
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

408
号
（
一
九
一
六
年
十
一

月
）
六 - 

十
一
頁

（15）
　
田
村
剛
「
片
山
隆
三
氏
に
応
へ
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

410
号
﹇
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
一
月
﹈
二
一 - 

二
四
頁

（16）
　
片
山
隆
三
「
再
び
林
業
藝
術
論
を
駁
す
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

412
号
（
一
九
一
七
年
三

月
）
二
八 - 

三
二
頁

（17）
　
田
村
剛
「
金
剛
山
と
其
風
景
開
発
策
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

408
号
﹇
一
九
一
六
（
大
正

五
）
年
十
一
月
﹈
十 - 

二
二
頁

（18）
　
田
村
剛
「
風
景
美
と
造
園
美
と
人
工
林
の
美
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

419
号
﹇
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
十
月
﹈
四 - 

十
二
頁

（19）
　
前
掲
書
12
、
一
九
二
九
年

（20）
　
上
原
敬
二
『
日
本
風
景
美
論
』﹇
大
日
本
出
版
、一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
﹈
四
四
二

頁著
者
略
歴
に
、
50
冊
目
の
著
作
に
当
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（21）
　
上
原
敬
二
『
日
本
森
林
の
性
格
と
資
源
』﹇
大
日
本
出
版
、一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
﹈

三
七
八
頁

上
原
は
、
一
九
四
三
年
刊
の
『
日
本
風
景
美
論
』
の
序
文
に
代
え
て
の
な
か
で
、
他
日

「
日
本
森
林
美
論
」の
発
行
と
記
し
て
い
る
。
本
書
は
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
い
る
が
こ
れ
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浴
場
）- 

農
村
山
村
の
美
化
』﹇
雄
山
閣
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
﹈
二
〇
二
頁

（54）
　
田
村
剛「
森
林
の
文
化
的
利
用
と
土
地
の
保
留
」『
大
日
本
山
林
会
報
』505
号﹇
一
九
二
四

（
大
正
十
三
年
）
十
二
月
﹈
一 - 

五
頁

（55）
　
田
村
剛
「
造
園
問
題
ニ
ツ
キ
林
学
界
ニ
訴
フ
」『
林
学
会
雑
誌
』
26
号
（
一
九
二
四
年

十
二
月
）
十
九 - 

二
四
頁

論
者
の
恩
師 

出
口
一
重
は
田
村
剛
の
弟
子
の
一
人
で
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
大
学
農

獣
医
学
部
林
学
科
で
の
講
義
名
は
“
森
林
風
致
工
学
”
で
あ
っ
た
。
田
村
の
教
え
を

継
承
し
講
義
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（56）
　
上
原
敬
二
「
林
業
ニ
於
ケ
ル
森
林
ノ
休
養
価
値
ノ
計
算
」『
林
学
会
雑
誌
』
26
号

（
一
九
二
四
年
十
二
月
）
二
四 - 

二
六
頁

（57）
　
田
村
剛
「
森
林
の
文
化
的
利
用
の
趨
勢
と
森
林
政
策
に
就
い
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

506
号
﹇
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
一
月
﹈
十
七 - 

二
十
頁

（58）
　
本
多
静
六
「
世
界
の
文
化
と
森
林
の
民
衆
化
」『
北
海
道
林
業
会 

野
幌
林
間
大
学
講
演

集
』
第
１
輯
（
一
九
二
五
年
一
月
）
二
七 - 

三
四
頁

（59）
　
田
村
剛
「
森
林
休
養
資
源
に
就
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

511
号
（
一
九
二
五
年
六
月
）

一- 

六
頁

（60）
　
田
村
剛
「
合
衆
国
々
有
林
の
休
養
施
設
と
我
国
の
現
状
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

513
号

（
一
九
二
五
年
八
月
）
二
三 - 

三
一
頁

（61）
　
田
村
剛
「『
風
致
工
学
』
と
林
学
に
就
い
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

516
号
（
一
九
二
五

年
十
一
月
）
三
四 - 

三
九
頁

（62）
　
田
村
剛
「
風
景
地
計
画
」
信
濃
山
林
会
編
『
高
等
林
野
講
習
会
講
演
集
』﹇
一
九
二
六

（
大
正
十
五
）
年
﹈
八
七 - 

一
一
六
頁

（63）
　
田
村
剛
「
森
林
の
文
化
的
施
設
と
國
立
公
園
」『
北
海
道
林
業
会 

野
幌
林
間
大
学
講
演

集
』
第
2
輯
（
一
九
二
六
年
一
月
）
一
四
一 - 

一
八
三
頁

（64）
　
田
村
剛
「
森
林
休
養
地
の
計
画
に
就
て
」『
山
林
彙
報
』（
一
九
二
六
年
四
月
）
口
絵
二

頁
・
一 - 

七
頁

（65）
　
上
原
敬
二
「
風
致
林
施
業
法
（
其
一
）」『
造
園
学
雑
誌
』
2
（
4
）（
一
九
二
六
年
四

月
）
三
三- 

四
一
頁

（66）
　
田
村
剛
「
瑞
西
の
風
景
利
用
施
設
」『
山
林
彙
報
』（
一
九
二
六
年
十
月
）
口
絵
二
頁
・

一- 
十
八
頁

（67）
　
田
村
剛
『
登
山
の
話
』﹇
文
化
生
活
研
究
所
、一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
﹈
四
一
六
頁

月
）
二
一 - 

三
十
頁

（38）
　
上
村
勝
爾
「
ギ
ル
ピ
ン
を
紹
介
す
（
承
前
）」『
大
日
本
山
林
会
報
』

459
号
﹇
一
九
二
一

（
大
正
十
）
年
二
月
﹈
二
二 - 

三
四
頁

（39）
　
上
村
勝
爾「
ギ
ル
ピ
ン
を
紹
介
す（
承
前
）未
完
」『
大
日
本
山
林
会
報
』462
号（
一
九
二
一 

年
五
月
）
十
九 - 

二
五
頁

（40）
　
上
村
勝
爾
「
ギ
ル
ピ
ン
の
森
林
風
景
論
」『
盛
岡
高
等
農
林
学
校
創
立
25
周
年
記
念
論

叢
』﹇
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
﹈
一 - 

三
十
頁

（41）
　
本
多
静
六
「
風
景
の
利
用
と
天
然
記
念
物
に
対
す
る
予
の
根
本
的
主
張
」『
大
日
本
山
林

会
報
』

467
号
（
一
九
二
一
年
十
月
）
一-

七
頁

（42）
　
田
村
剛
「
森
林
の
『
第
三
利
用
』
に
就
い
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』 

470
号
﹇
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
一
月
﹈
七 - 

十
一
頁

（43）
　
田
村
剛
「
森
林
の
『
第
三
利
用
』
に
就
い
て
（
承
前
）」『
大
日
本
山
林
会
報
』

471
号
、

（
一
九
二
二
年
二
月
）
一 - 

十
二
頁

（44）
　
本
多
静
六「
民
衆
保
健
上
山
林
の
開
放
を
論
ず
」『
大
日
本
山
林
会
報
』472
号（
一
九
二
二

年
三
月
）
一
〇
三 - 

一
一
〇
頁

（45）
　
田
村
剛
「
森
林
の
美
的
研
究
に
就
て
」『
山
林
彙
報
』（
農
商
務
省
山
林
局
、
一
九
二
二

年
七
月
）
一 - 

九
頁

（46）
　
田
村
剛
「
森
林
の
美
的
研
究
に
就
て
（
承
前
）」『
山
林
彙
報
』（
農
商
務
省
山
林
局
、

一
九
二
二
年
八
月
）
一 - 

五
頁

（47）
　
田
村
剛
「
風
致
林
の
更
新
並
に
其
の
経
済
的
利
用
に
就
い
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

476

号
（
一
九
二
二
年
七
月
）
一 - 

五
頁

（48）
　
田
村
剛
「
風
致
林
の
更
新
並
に
其
の
経
済
的
利
用
に
就
い
て
（
承
前
）」『
大
日
本
山
林

会
報
』

477
号
（
一
九
二
二
年
八
月
）
三
十-

三
二
頁

（49）
　
田
村
剛「
現
代
都
市
と
森
林
と
の
関
係
に
就
て
」『
大
日
本
山
林
会
報
』482
号﹇
一
九
二
三

（
大
正
十
二
）
年
一
月
﹈
三
二 - 

三
九
頁

（50）
　
上
原
敬
二
「
国
立
公
園
の
眞
意
義
」『
大
日
本
山
林
会
報
』

486
号
（
一
九
二
三
年
五
月
）

三
七- 

四
五
頁

（51）
　
田
村
剛
「
合
衆
国
に
於
け
る
国
有
林
の
保
養
的
利
用
情
況
」『
山
林
彙
報
』（
一
九
二
三

年
八
月
）
三
五 - 

四
一
頁

（52）
　
本
多
静
六
『
海
外
に
於
け
る
国
立
公
園
と
森
林
公
園
の
実
況
』（
一
九
二
三
年
）
三
八
頁

（53）
　
本
多
静
六 『
天
然
公
園
　
森
林
公
園- 

國
立
公
園- 

高
原
保
養
地- 

海
岸
保
養
地（
海
水
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し
て
示
さ
れ
た
東
京
地
方
の
極
相
の
様
相
が
想
定
の
遷
移
よ
り
早
く
進
行
し
た
こ
と
な

ど
の
報
告
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（68）
　
前
掲
書
12
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

（69）
　
岡
本
貴
久
子
『
記
念
植
樹
と
日
本
近
代
　
―
林
学
者
本
多
静
六
の
思
想
と
事
績
―
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
五
四
三
頁

（70）
　
小
野
芳
朗
「
田
村
剛
の
景
観
の
「
発
見
」」『
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
講
演
集
』
5
号

（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
二
二
七 - 

二
三
二
頁

（71）
　
秋
林
幸
男
「『
森
林
美
学
』
を
考
え
る
」
湊
克
之
ほ
か
５
名
編
『
森
へ
の
働
き
か
け
　
森

林
美
学
の
新
体
系
構
築
に
向
け
て
』（
海
青
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
九 - 

五
九
頁

（72）
　
西
田
正
憲
『
自
然
の
風
景
論
　
自
然
を
め
ぐ
る
ま
な
ざ
し
と
表
象
』（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株

式
会
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
六
七 - 

二
二
六
頁

（73）
　
水
内
佑
輔
・
古
谷
勝
則
「
大
正
期
に
お
け
る
田
村
剛
の
示
す
国
立
公
園
の
風
景
と
そ
の

変
遷
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
77
（
5
）（
二
〇
一
四
年
三
月
）
四
一
三-

四
一
八

頁

（74）
　
水
内
佑
輔
「『
田
村
剛
の
計
画
思
想
か
ら
み
た
国
立
公
園
成
立
史
』
に
至
る
顛
末
」『
國

立
公
園
』

740
号
（
二
〇
一
六
年
一
月
）
二
十-
二
三
頁

（75）
　
水
内
佑
輔
・
粟
野
隆
・
古
谷
勝
則
「
金
剛
山
国
立
公
園
計
画
か
ら
み
る
田
村
剛
と
上
原

敬
二
の
計
画
思
想
に
関
す
る
研
究
」『
日
本
造
園
学
会
全
国
大
会
研
究
発
表
論
文
集
』
34

号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
四
三
一 - 

四
三
六
頁

（76）
　
大
澤
元
ほ
か
３
名
「
森
林
美
学
の
今
日
的
意
義
」『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
』
80
（
3
）

（
二
〇
一
六
年
）
二
五
五
頁

（77）
　
本
郷
高
徳
「『
吾
が
七
十
年
』」『
神
園
』
8
号
（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
、

二
〇
一
二
年
）
一
六
三 - 

一
九
三
頁

（78）
　
小
野
良
平
「
本
郷
高
徳
の
業
績
と
本
資
料
の
意
義
」『
神
園
』
8
号
（
明
治
神
宮
国
際
神

道
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）
一
九
四 - 

二
〇
三
頁

（79）
　
鎮
座
百
年
記
念
　
第
二
次
明
治
神
宮
境
内
総
合
調
査
報
告
書
委
員
会
編 『
鎮
座
百
年
記

念
　
第
二
次
明
治
神
宮
境
内
総
合
調
査
報
告
書
』（
明
治
神
宮
社
務
所
、
二
〇
一
三
年
）

五
一
〇
頁

調
査
成
果
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
神
宮
の
森
・
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
　
鎮
座
百
年
記
念
第
二
次

明
治
神
宮
境
内
総
合
調
査
か
ら
」
に
て
、
植
物
調
査
班
・
菌
類
調
査
班
や
動
物
調
査
班

の
各
分
野
か
ら
調
査
結
果
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。
外
来
生
物
の
生
育
が
わ
ず
か
に
と
ど

ま
る
貴
重
な
自
然
環
境
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、「
明
治
神
宮
境
内
林
苑
計
画
」
で
目
標
と


